
特集今月のSpecial Feature

●防災の日にちなんで私の地区も訓練

があり参加しました。消防車や消防士

の方に来ていただき、教えてもらって

やってみました。年に1度くらいでは、

とっさの時にオロオロしてしまい何も

できないのではないかと思いました。

（郡上市 エリちゃんさん）

●火を使わないで作れる非常食や紙の

スリッパ作りなどに参加しました。災害を

体験した組合員さんのお話も聞けて、とても

ためになりました。

（岐阜市 くいかすっきぃさん）

●ショッピングモールでのシェイクアウト

訓練です。日時は予告されていましたが、子

どもにはそのことを伝えず参加しました。

急に放送が流れて、子どもたちは「何!?」と

いう感じでしたが、周りを見て動いていたの

で、とっさの時に動けるようにする訓練と

しては参加してよかったと思いました。

（岐阜市 しばいぬママさん）

コープぎふは2025年度、災害ボランティア組織を立ち上げます。コープぎふの災害ボランティアが
どんなことをするのか、またコープぎふの防災への取り組みについて特集します！

興味はあるが
参加したことは

ない

ぎふ

防災イベントに参加
したことはありますか？Q1 どんなイベントに参加したことがありますか？Q2

Q3

●お米を袋に入れ湯煎して作る「パッククッキング」や、

コープぎふの作った防災の原稿をパワーポイントで

読みながら参加者に伝えました。防災食の試食

には興味がある人が多かったです。

（大垣市 がんもさん）

＼コープぎふ／
災害ボランティアとは？

災害ボランティアって
           実際どんなことをするの？

岐阜県内で大規模災害が発生した際、支援を必要
としている地域に支援可能な方が迅速にかかわる
ことができるように、コープぎふが立ち上げる
ボランティア組織です。
災害が発生した際は、岐阜県や社協、岐阜県生協
連等を通じてコープぎふに依頼され、ボランティア
組織に登録している方へ活動を依頼します。

●災害時、避難所等での炊き出し支援

●ボランティアセンターの運営サポート

ご自身が可能な範囲で参加をお願いします。

備えて安心！防災グッズのご紹介
パッククッキングと
ローリングストックについて学ぼう

●避難所でのサロン運営等

県外からのボランティアの方等に、どんな活動を
していただくか振り分け、活動支援等

組 合 員 の 皆 さ ん に 聞 き ま し た ！
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コープぎふの防災イベントに参加したことはありますか？

炊き出し、提供等 運動や交流などのサロン運営等

実際の炊き出しや救急活動を想定したイベント・学習会を定期的に開催
して
いま

す！

※12月発足予定

いどバッタカフェ防災
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防災イベントレポ

●アイラップで炊いたご飯を初めて試食しました。

冷や汁も冷たくて美味しかったです。

●いつ起こるかわからない災害に備えるのは大変

重要です。災害ボランティア組織の立ち上げ、期待

しています。

●新聞紙で作るスリッパ、

薄いしいざというときに

作り方を覚えておくと良さ

そう！

炊き出し訓練 in 芥見店炊き出し訓練 in 芥見店

＼日本赤十字社 救急法指導員の平岡さんをお招きし／＼日本赤十字社 救急法指導員の平岡さんをお招きし／

＼SDGｓキャンプ企画で／

防災調理器具「まかないくん」を使用した炊き出し訓練を、コープぎふ
芥見店で行いました。夏に災害が起きたことを想定し、メニューは冷や
汁にしました。アイラップ（ポリ袋）で炊いたご飯の上に冷や汁をかけ、
芥見店に来店された方にふるまいました。

大津谷公園キャンプ場（池田町）で開催した
SDGｓキャンプ企画内で、防災グッズの展示
と防災クラフト体験ブースを設置しました。

訓練の冒頭で「日本での救急車到着時間の平均は約10分。しかし様々な要因で
もっと時間がかかることもあります。命が助かる可能性を上げるためにも救命処置
を知っておくことは重要です」とお話があり、具体的なシーンを想像してもらいながら
体験しました。

「災害時や非常時は自分や周
りの人に何が起きているか、今から
何をするのかを伝える声が重要」
と平岡さんは言います。参加者は
教えてもらった手順を声に出す
練習もしながら、心臓マッサージ、
AEDの訓練をしました。

コープぎふ 

救急訓練・AEDの体験（＋防災食作り）

防災クラフト体験

「試しにイベントだけ参加してみようかな」という方も大歓迎。各種学習会や
防災イベントへの参加募集は週刊コープぎふで案内しますので要check！

●30回のマッサージだけでこんなに疲れるんだ……

これを救急車が来るまでずっとやるなら1人は無理。

みんなで協力しないといけないなと感じました。

●1回の訓練だけでは実践で使えないと思いました。

まずは知ることからはじめて、定期的に練習しない

といけないですね。

参加者の感想

参加者の感想

参加者の感想
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機関運営・くらしの活動部
058-370-6873問い合わせ

＼後半は／

アイラップを使って
蒸しパン作りに挑戦！

興味のある方はぜひ災害ボランティアにご登録をお願いします！
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